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１．2024年12月期第１四半期の連結業績（2024年１月１日～2024年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期第１四半期 16,985 29.0 2,056 － 2,177 － 1,669 155.6

2023年12月期第１四半期 13,163 65.4 53 － 54 － 653 －
(注)包括利益 2024年12月期第１四半期 1,921百万円( 126.6％) 2023年12月期第１四半期 847百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期第１四半期 131.10 －

2023年12月期第１四半期 54.50 －

(注)2024年12月期第１四半期の営業利益および経常利益の対前期増減率は1000％を超えるため「－」と記載しておりま
す。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年12月期第１四半期 96,317 27,495 28.5

2023年12月期 93,496 25,974 27.8
(参考) 自己資本 2024年12月期第１四半期 27,495百万円 2023年12月期 25,974百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年12月期 －

2024年12月期(予想) 0.00 － 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)上記「配当の状況」は普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非
上場）の配当については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2024年12月期の連結業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 35,200 20.7 3,700 93.5 3,900 55.7 2,900 △5.6 225.42

通期 72,500 12.3 8,500 28.1 8,500 20.0 7,000 △13.7 550.68
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」
をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年12月期１Ｑ 12,207,424株 2023年12月期 12,207,424株

② 期末自己株式数 2024年12月期１Ｑ 222,308株 2023年12月期 222,259株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年12月期１Ｑ 11,985,136株 2023年12月期１Ｑ 11,985,478株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したもので

あり、多分に不確定要素を含んでおります。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件等については添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（Ａ種優先株式）

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 ― ― ― 4,000,000.00 4,000,000.00

2024年12月期 ―

2024年12月期(予想) ― ― ― ―

(注）１．2023年12月期の配当原資は、資本剰余金としております。

２．2024年12月期の配当予想は、現時点では未定とさせていただきます。

３．Ａ種優先株式は、2021年９月28日に発行したものです。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

日本政府観光局（ＪＮＴＯ）によると、2024年１月から３月の訪日外客数は前年同期間と比べて78％の増加となり、

インバウンド需要が大幅に回復しました。また、国内市場においても、コロナ影響により行動制限下であった前年同

期間と比べ観光需要が拡大しました。

当社グループでは、海外向けセールスの強化や商品力の向上等により国内外の高まる需要を捉え、宿泊部門におき

まして当第１四半期連結累計期間の総宿泊者数が前年同期比で増加し、ＷＨＧ事業を中心にＡＤＲ（客室平均単価）

が上昇しました。また、婚礼・宴会・料飲部門におきましても利用人員が増加しました。

これらの結果、当社グループ全体の売上高は前年同期比3,821百万円増収の16,985百万円、営業利益は前年同期比

2,002百万円増益の2,056百万円、経常利益は前年同期比2,122百万円増益の2,177百万円となりました。親会社株主に

帰属する四半期純利益は、事業撤退にかかる特別損失の発生等により1,669百万円となりました。

業績の概要は以下のとおりです。

（単位：百万円）

2024年第１四半期

連結累計期間
前年同期比

売上高 16,985 3,821

営業利益 2,056 2,002

経常利益 2,177 2,122

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,669 1,016

セグメント別の概況については以下のとおりです。

セグメント別売上高・営業利益 （単位：百万円）

売上高 営業利益

実績 前年同期比 実績 前年同期比

ＷＨＧ事業 10,229 2,855 1,901 1,615

ラグジュアリー＆バンケット事業 4,045 327 48 84

リゾート事業 2,416 837 105 175

その他（調整額含む） 293 △197 0 127

合計 16,985 3,821 2,056 2,002

(注）１．調整額は、セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社費用が含まれております。

２．当連結会計年度より、組織変更に伴い、営業施設の属するセグメントを一部変更しております。このため、前

連結会計年度のセグメント情報は、変更後のセグメント区分に組替えて比較しております。

ＷＨＧ事業では、海外向けセールス強化や地方事業所へのインバウンド送客施策を継続実施しました。これらによ

り当第１四半期連結累計期間のインバウンド宿泊者数が前年同期比で増加し、インバウンド比率も上昇しました。ま

た、国内外の観光需要の取り込みを強化し、１室当たり平均宿泊人員が前年同期比で増加したこともあり、「新宿ワ

シントンホテル」および「ホテルグレイスリー新宿」など東京都内施設を中心にＡＤＲが大きく上昇しました。同事

業全体では前年同期比で売上高は2,855百万円増収の10,229百万円、営業利益は1,615百万円増益の1,901百万円となり

ました。

ラグジュアリー＆バンケット事業では、「ホテル椿山荘東京」において高付加価値商品の販売施策を継続し、各部

門で利用単価が上昇したことに加え、利用人員も増加した結果、全部門で前年同期比増収となりました。婚礼部門で

は、施行件数、件当たり平均人数、件当たり単価すべてが前年同期から増加し、宴会部門では新年会や謝恩会などを

好調に受客しました。同事業全体では前年同期比で売上高は327百万円増収の4,045百万円、営業利益は84百万円増益

の48百万円となりました。

リゾート事業では、「箱根小涌園 天悠」で食事ランクアップなどの高付加価値商品の販売に引き続き力を入れたこ

とにより、ＡＤＲが上昇しました。また、インバウンド集客などにより平日利用が増加し、稼働率が上昇しました。

前年７月に開業した「箱根ホテル小涌園」では稼働率、ＡＤＲが前年に引き続き順調に推移しました。同事業全体で

は前年同期比で売上高は837百万円増収の2,416百万円、営業利益は175百万円増益の105百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末比2,821百万円増加の96,317百万円となりまし

た。現金及び預金が2,355百万円増加するなど流動資産が3,016百万円増加し、減価償却等により固定資産が195百万円

減少しました。

負債は、借入の実行等により、前連結会計年度末比1,300百万円増加の68,821百万円となりました。

純資産は、前連結会計年度末比1,521百万円増加の27,495百万円となりました。Ａ種優先株式に係る配当金の支払い

により資本剰余金が400百万円減少した一方、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が1,669百

万円増加しました。また、欠損填補を行ったことにより資本剰余金が3,726百万円減少し、利益剰余金が同額増加しま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想などの将来予測情報に関する説明については、本日（2024年５月９日付）発表しております「業績予

想の修正に関するお知らせ」に記載のとおりです。

2024年12月期 第２四半期 連結業績予想（2024年１月１日～2024年６月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する四半期純

利益

１株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 32,700 2,000 2,000 1,500 125.15

今回発表予想（Ｂ） 35,200 3,700 3,900 2,900 225.42

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,500 1,700 1,900 1,400

増 減 率（ ％ ） 7.6％ 85.0％ 95.0％ 93.3％

（参考）前期第２四半期実績

(2023年12月期第２四半期)
29,162 1,912 2,504 3,073 256.41

2024年12月期 通期連結業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する当期純利

益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 68,700 6,000 5,800 5,300 442.21

今回発表予想（Ｂ） 72,500 8,500 8,500 7,000 550.68

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,800 2,500 2,700 1,700

増 減 率（ ％ ） 5.5％ 41.7％ 46.6％ 32.1％

（参考）前期実績

(2023年12月期)
64,547 6,636 7,081 8,114 677.03
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,705 16,061

受取手形及び売掛金 5,155 5,565

商品及び製品 58 54

仕掛品 31 9

原材料及び貯蔵品 432 329

その他 1,915 2,296

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 21,293 24,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 37,930 37,463

工具、器具及び備品（純額） 2,754 2,733

土地 6,309 6,327

建設仮勘定 52 51

コース勘定 2,477 2,477

その他（純額） 826 826

有形固定資産合計 50,350 49,880

無形固定資産

その他 602 569

無形固定資産合計 602 569

投資その他の資産

投資有価証券 11,604 11,998

その他 9,753 9,563

貸倒引当金 △107 △4

投資その他の資産合計 21,250 21,557

固定資産合計 72,202 72,007

資産合計 93,496 96,317
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,132 933

短期借入金 9,387 7,628

1年内返済予定の長期借入金 10,923 11,427

未払法人税等 61 271

賞与引当金 216 585

固定資産撤去費用引当金 177 0

事業撤退損失引当金 199 565

その他 8,266 7,057

流動負債合計 30,365 28,469

固定負債

長期借入金 19,710 23,100

役員退職慰労引当金 72 62

資産除去債務 918 967

退職給付に係る負債 6,352 6,098

会員預り金 9,498 9,496

その他 603 627

固定負債合計 37,156 40,352

負債合計 67,521 68,821

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 26,457 22,330

利益剰余金 △2,906 2,490

自己株式 △904 △904

株主資本合計 22,746 24,016

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,430 3,688

繰延ヘッジ損益 △12 △3

為替換算調整勘定 △357 △369

退職給付に係る調整累計額 167 164

その他の包括利益累計額合計 3,227 3,479

純資産合計 25,974 27,495

負債純資産合計 93,496 96,317
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年１月１日
至 2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年３月31日)

売上高 13,163 16,985

売上原価 12,376 14,078

売上総利益 786 2,906

販売費及び一般管理費 732 849

営業利益 53 2,056

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 － 1

為替差益 117 188

受取地代家賃 17 19

その他 24 32

営業外収益合計 161 242

営業外費用

支払利息 132 104

その他 28 17

営業外費用合計 160 121

経常利益 54 2,177

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 102

資産除去債務戻入益 － 27

固定資産売却益 605 －

関係会社株式売却益 21 －

助成金収入 1 －

その他 － 1

特別利益合計 627 131

特別損失

事業撤退損失引当金繰入額 － 367

関係会社株式売却損 19 －

特別損失合計 19 367

税金等調整前四半期純利益 662 1,940

法人税等 11 271

四半期純利益 650 1,669

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 653 1,669



藤田観光株式会社(9722) 2024年12月期 第１四半期決算短信

7

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年１月１日
至 2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年３月31日)

四半期純利益 650 1,669

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 181 257

繰延ヘッジ損益 △21 9

為替換算調整勘定 44 △12

退職給付に係る調整額 △6 △3

その他の包括利益合計 196 251

四半期包括利益 847 1,921

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 850 1,921

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年３月27日開催の第91回定時株主総会決議により、その他資本剰余金3,726百万円を繰越利益剰余

金に振り替え、欠損填補を実施しております。なお、これによる株主資本の合計金額への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四

半期純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結損益計算書関係）

（助成金収入）

新型コロナウイルス感染症拡大防止策として、地方自治体より時短営業に伴う協力金等を受領し特別利益に

計上しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
ＷＨＧ

事業

ラグジュアリ

ー＆バンケッ

ト事業

リゾート

事業
計

売上高

宿泊 6,586 661 1,243 8,491 － 8,491 － 8,491

婚礼 － 1,276 － 1,276 － 1,276 － 1,276

宴会 － 662 － 662 － 662 － 662

料飲 － 730 － 730 － 730 － 730

日帰り・レジャー － － 289 289 － 289 － 289

その他 780 380 45 1,204 506 1,713 － 1,713

顧客との契約から生じる収益 7,367 3,711 1,577 12,656 506 13,163 － 13,163

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 7,367 3,711 1,577 12,656 506 13,163 － 13,163

セグメント間の内部売上高

又は振替高
6 6 1 15 549 564 △564 －

計 7,373 3,718 1,579 12,671 1,056 13,728 △564 13,163

セグメント利益又は損失(△) 286 △36 △69 180 △130 49 4 53

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない、清掃事業、不動産周辺事業、会員制事業等があります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。



藤田観光株式会社(9722) 2024年12月期 第１四半期決算短信

10

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2024年１月１日 至 2024年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
ＷＨＧ

事業

ラグジュアリ

ー＆バンケッ

ト事業

リゾート

事業
計

売上高

宿泊 9,352 719 1,968 12,040 － 12,040 － 12,040

婚礼 － 1,408 － 1,408 － 1,408 － 1,408

宴会 － 759 － 759 － 759 － 759

料飲 － 790 － 790 － 790 － 790

日帰り・レジャー － － 325 325 － 325 － 325

その他 869 358 121 1,348 312 1,661 － 1,661

顧客との契約から生じる収益 10,221 4,035 2,415 16,672 312 16,985 － 16,985

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 10,221 4,035 2,415 16,672 312 16,985 － 16,985

セグメント間の内部売上高

又は振替高
7 10 0 18 614 633 △633 －

計 10,229 4,045 2,416 16,691 927 17,618 △633 16,985

セグメント利益又は損失（△） 1,901 48 105 2,055 △1 2,054 1 2,056

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない、清掃事業、不動産周辺事業、会員制事業等があります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額１百万円には、セグメント間取引消去３百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△２百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、組織変更に伴い、従来「その他」に区分していたPT.FUJITA KANKO INDONESIAは

「ＷＨＧ事業」に変更しております。なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント

区分で記載しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。


